
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
た

民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
の
取
組

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

広
島
北
部
森
林
管
理
署

署の基礎
データ

管内概要
　広島北部森林管理署（三

み

次
よし

市）は、江
ごう

の
川水系を源流域とする広島県北部の「江の
川上流森林計画区」と、高

たか

梁
はし

川水系を源流
域とする県東部の「高梁川上流森林計画区」
を管轄区域とし、約１万７千ヘクタールの
国有林を管理経営しています。
　管内国有林は、北部の中国山地の脊梁部
にまとまって所在している一方、南部では
なだらかな丘陵地帯に小面積の国有林が点
在しています。
　このため、当署では、中国山地の水源と
しての森林の役割を維持増進するとともに、
民有林関係者と連携した森林整備等を地域
全体として推進し、地域の林業の成長産業
化に貢献することを重視した管理経営を
行っています。

所 在 地 広島県三次市十日市中 2-5-19
区 域 面 積 	294,456ha
う ち 森 林 面 積 	236,530ha
国 有 林 	 17,420ha
管轄区の関係市町村 三次市、安芸高田市、庄原市、神石高原町

　

当
地
域
の
民
有
林
は
、
所
有
形
態
が
小
規
模

か
つ
分
散
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
地

域
全
体
と
し
て
効
率
的
な
森
林
整
備
を
行
う
た

め
に
は
、
森
林
施
業
の
集
約
化
が
不
可
欠
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
ご
と
の
森
林
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
広

島
県
と
国
有
林
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
が
協
力
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
は
、

計
画
の
策
定
年
度
を
迎
え
た
当
署
管
内
の
神じ
ん

石せ
き

高
原
町
に
お
い
て
、
当
署
及
び
広
島
森
林
管
理

署
、
広
島
県
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
が
合
同
で
同

町
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
森
林
の
求
め
ら
れ
る
機
能
ご

と
の
区
分
に
分
け
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
設
定
方
法

の
説
明
や
、
国
有
林
の
事
業
箇
所
を
活
用
し
た

現
地
で
の
検
討
等
を
行
い
、
民
有
林
と
協
力
し

た
路
網
整
備
や
事
業
量
の
確
保
に
よ
る
効
率
的

な
森
林
整
備
の
推
進
等
を
、
計
画
内
容
に
反
映

さ
せ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
計
画
の
実
現
に

霧
に
覆
わ
れ
る
三
次
盆
地
を
望
む

広島北部森林管理署管内図

島根県

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

愛媛県

香川県

広島北部
森林管理署

16林野   2016.8 No.113

取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の1

市
町
村
森
林
整
備
計
画
策
定
へ
の

支
援



向
け
て
、
署
、
町
、
森
林
組
合
な
ど
の
林
業
関

係
者
か
ら
な
る
協
議
会
に
お
い
て
、
民
有
林
と

国
有
林
が
特
に
連
携
し
て
間
伐
な
ど
を
行
う
森

林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
等
に
取
り
組
み
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
域
は
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
管

内
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
設
定
さ
れ
、
国

有
林
の
支
援
の
取
組
過
程
や
方
法
等
を
検
証
し

て
い
ま
す
。
小
規
模
・
分
散
型
の
所
有
形
態
で

あ
る
当
地
域
で
は
、
従
来
、
森
林
所
有
者
間
の

合
意
を
形
成
し
て
施
業
を
集
約
す
る
こ
と
に
大

き
な
労
力
を
要
し
て
き
た
た
め
、
協
議
会
で
は

森
林
組
合
を
含
め
た
関
係
者
が
密
に
協
力
し
な

が
ら
団
地
の
設
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
こ
う
し
た
取
組
を
検
証
し
な
が
ら
、

他
の
地
域
へ
の
普
及
・
啓
発
に
つ
な
げ
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
の
活
動
を
一
層
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

当
署
で
は
、
主
伐
後
の
再
造
林
に
か
か
る
経

費
を
圧
縮
し
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
、
植
栽

時
期
を
選
ば
な
い
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し
た
、

立
木
の
伐
採
と
再
造
林
を
連
続
的
に
行
う
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
27
年
10
月
に
は
安
芸
高
田
市
の
犬
伏

山
国
有
林
に
お
い
て
、「
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る

低
コ
ス
ト
再
造
林
現
地
検
討
会
」
を
広
島
県
等

と
共
催
し
、
林
業
事
業
体
等
か
ら
約
60
名
の
参

加
を
得
ま
し
た
。

　

検
討
会
を
通
じ
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
使
用
し

た
際
の
作
業
効
率
の
良
さ
や
作
業
上
の
注
意
点

な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
の
理
解
が
深
ま
る
と
と

も
に
、
民
有
林
と
国
有
林
が
と
も
に
取
組
を
推

進
す
べ
き
だ
と
い
う
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

庄し
ょ
う原ば
ら市
の
甲こ
う

野の

村む
ら

山や
ま

地
域
で
は
、
当
署
と
ア

サ
ヒ
の
森
環
境
保
全
事
務
所
、
広
島
水
源
林
整

備
事
務
所
と
の
間
で
「
甲
野
村
山
地
域
美
し
い

森
林
づ
く
り
推
進
協
定
」
を
締
結
し
、
間
伐
等

専用植栽器具によるコンテナ苗の植付状況

市町村森林整備計画策定活動支援（協議会における計画案の説明）

コンテナ苗による低コスト再造林現地検討会

の
森
林
整
備
、
木
材
の
安
定
的
な
供
給
や
利
用

の
推
進
等
を
通
じ
た
森
林
資
源
の
循
環
利
用
、

地
域
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育

等
を
進
め
て
い
ま
す
。
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
が
中

心
と
な
っ
て
開
催
す
る
現
地
検
討
会
や
事
業
の

運
営
会
議
等
を
通
じ
て
、
事
業
実
施
に
つ
い
て

関
係
者
間
で
の
合
意
形
成
が
進
ん
で
お
り
、
路

網
の
効
率
的
な
整
備
等
に
も
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
例
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
関
係
者
が
協
力
し
、
よ
り
一
層
森
林
整

甲野村山地域美しい森林づくり推進協定調印式作業道開設の検討

備
を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う
機
運
も
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
協
定
を
通
じ
た

施
業
の
集
約
化
や
森
林
資
源
の
利
用
な
ど
、
多

方
面
に
わ
た
る
様
々
な
取
組
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

17 2016.8 No.113   林野

2

34

56

低
コ
ス
ト
化
の
技
術
普
及

「
甲
野
村
山
地
域

美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
協
定
」を

通
じ
た
活
動
の
広
が
り


